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心踊る新学校生活心踊る新学校生活（４月７日／三本木小学校）
　市内の全小中学校（小学校16校、中学校９校）
で入学式が行われ、小学生447人、中学生541人
が入学しました。この日、大規模校の三本木小学
校では93人が、十和田中学校では90人が入学。
それぞれ式典会場では、新１年生の児童生徒が在
校生、保護者、教職員らの拍手で迎えられ、希望
を胸に新たな学校生活をスタートさせました。
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■一般会計当初予算290億円の内訳（１万円未満は四捨五入）

■各会計予算の前年度比較・各会計への繰出金の状況

会計名 予算額 前年度との
比較 増減率 一般会計

からの繰出金

一般会計 290億円 △7千万円 △0.2％ －

国民健康保険事業 81億8,993万円 △9,475万円 △1.1％ 8億487万円

後期高齢者医療 5億4,725万円 △3,075万円 △5.3％ 1億9,495万円

介護保険事業 66億1,836万円 △8,912万円 △1.3％ 9億7,664万円

温泉事業 2,963万円 360万円 13.8％ －

水道事業 34億5,527万円 2億1,120万円 6.5％ 1億4,940万円

下水道事業 50億8,866万円 1億3,661万円 2.8％ 12億7,928万円

病院事業 102億2,873万円 △1億3,754万円 △1.3％ 13億1,073万円
※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額です。
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※臨時財政対策債とは、財源不足を補てんするため借り入れす
　る市債で、償還に要する費用は、後年度の地方交付税で措置
　されるため、実質的には地方交付税の代替財源といえます。

■一般会計当初予算での
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一般会計…教育、福祉、道路の整備など十和田市の基本的な事務・
　事業に関する会計です。
特別会計…特定の事業を行う場合や保険料など特定の歳入を特定の
　歳出に充てるなど一般会計と区別する必要がある場合に　設置す
　る会計です。

企業会計…企業的性格をもった事業を運営するために設置された地
　方公営企業の会計です。
自主財源…市税、分担金及び負担金、使用料および手数料など市が
　自主的に確保できる収入です。
依存財源…地方交付税、国庫支出金、県支出金など国や県の意思で
　交付されたり、割り当てられたりする収入です。

用語解説

市役所からのお知らせ

平成28年度の主な事業を紹介します

歳入

市民税や固定資産税など市民税や固定資産税など
市民の皆さんに納めてい市民の皆さんに納めてい
ただく税金ただく税金
66億200万円66億200万円
22.8％22.8％

市税市税

基金を取り崩した基金を取り崩した
お金などお金など
10億4,147万円10億4,147万円
3.6％3.6％

繰入金

財政状況に応じて国から交付されるお金財政状況に応じて国から交付されるお金
101億円950万円101億円950万円
　34.8％　34.8％

地方交付税地方交付税

特定の公共事業など特定の公共事業など
に対して国や県からに対して国や県から
交付されるお金交付されるお金
75億8,964万円75億8,964万円
26.2％26.2％

国・県支出金国・県支出金

負担金、使用料、手負担金、使用料、手
数料、財産収入など数料、財産収入など
8億7,489万円8億7,489万円
3.0％3.0％

その他（自主財源）

地方譲与税、地方消費税交付金など
15億5,900万円　5.4％

その他（依存財源）主に道路や施設整備などに充
てるために国や金融機関から
借り入れるお金
12億2,350万円　4.2％4.2％

市債

204億8,164万円　204億8,164万円　
70.6％70.6％

依存依存
財源財源
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財源財源

85億85億
1,836万円　 1,836万円　 
29.4％29.4％
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立地適正化計画の策定　　　　　　　　　　1,015万円
　市の拠点区域を設定し、居住機能と福祉・医療・商業など
の都市機能を効果的に誘導するための計画を策定します。
井戸頭団地改修事業　　　　　　　　　1億8,859万円
　老朽化してきている井戸頭団地について、長寿命化を図る
ため、大規模な改修工事を実施します。

１．人と自然が共生する
「しぜん感動・創造都市」

北里大学50周年記念事業　　　　　　　　　350万円
学校運営協議会制度の導入　　　　　　　　　46万円
　学校・家庭・地域社会が一体となって、より良い教育を実
現させるため、保護者や地域住民などから構成され、学校運
営に関して一定の権限と責任を有する合議制の機関である学
校運営協議会を市内３小中学校に導入します。
学校施設非構造部材耐震改修事業　　　 　　715万円
　学校施設の屋内運動場に、照明器具などの附属設備の落下
防止対策を施し、児童生徒と災害時の避難施設の安全性を確
保するための耐震化改修工事の実施設計を行います。
三本木中学校建設事業　　　　　　　　　　 7,977万円

２．豊かな心をはぐくむ
「こころ感動・創造都市」

防犯灯・街路灯省エネルギー化事業　　　　　204万円
消費生活センター運営事業　　　　　　　　　607万円

３．安心・安全を支える
「くらし感動・創造都市」

十和田八幡平国立公園十和田八甲田地域指定80周年記
念事業　　　　　　　　　　　　　　　　　1,604万円
　国立公園の指定を受けてから80年という節目の年に、各種
記念事業を実施し、集客促進と情報発信強化を図ります。
十和田バラ焼きゼミナール補助金　　　　　　100万円

４．にぎわいと活力あふれる
「しごと感動・創造都市」
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ふるさと納税制度の拡充　　　　　　　　　　575万円
新庁舎建設事業（実施設計など）　　　2億1,748万円
　老朽化している市庁舎本館と十和田湖支所庁舎（議会棟を
含む）を統合整備し、防災拠点としての機能を強化するとと
もに、市民サービスの向上と執務環境の改善を図るため、新
庁舎を建設します。 

５．いきいきと活躍できる
「しみん感動・創造都市」

市役所からのお知らせ

歳出

幼児やお年寄りなど
の福祉に使うお金
109億6,906万円

37.8％

民生費

借り入れたお金の
返済に使うお金
35億2,619万円
12.2％

公債費

市の全般的な事務などに市の全般的な事務などに
使うお金使うお金
29億5,117万円　10.2％29億5,117万円　10.2％

総務費総務費

学校教育、スポーツ振興、学校教育、スポーツ振興、
生涯学習、学校建設などに生涯学習、学校建設などに
使うお金使うお金
20億1,243万円　6.9％20億1,243万円　6.9％

教育費教育費

道路、公園、住宅などの道路、公園、住宅などの
建設や管理に使うお金建設や管理に使うお金
29億1,777万円29億1,777万円
10.1％10.1％

土木費土木費

消防・防災事務に使うお金消防・防災事務に使うお金
13億5,494万円　4.7％13億5,494万円　4.7％

消防費
議会運営、観光の議会運営、観光の
振興などに使うお金振興などに使うお金
3億3,877万円　1.2％3億3,877万円　1.2％

その他

農林畜産業の振興などに使うお金農林畜産業の振興などに使うお金
13億1,521万円　4.5％13億1,521万円　4.5％

農林水産業費

各種健診、予防接種、ごみ処理各種健診、予防接種、ごみ処理
などに使うお金などに使うお金
29億8,958万円　10.3％29億8,958万円　10.3％

衛生費

商工業に使うお金商工業に使うお金
６億2,488万円　2.1％６億2,488万円　2.1％

商工費

農業用機械等導入支援事業　　　　　　　　2,256万円
創業支援事業　　　　　　　　　　　　　　1,222万円
　創業支援に関するワンストップ窓口の設置、セミナーの開
催、空き店舗改修の補助などを実施します。
インバウンド対策事業　　　　　　　　　　　661万円
　県主催の海外キャラバンへの同行、十和田湖観光交流セン
ターへの外国語対応職員の雇用、観光案内ロボットなどの導
入を実施します。

地域における安定した雇用
を創出する

住宅取得・改修補助事業　　　　　　　　　3,050万円
　定住自立圏域外からの転入者の住宅取得・改修費の一部を
補助します。
お試し移住推進事業　　　　　　　　　 　1,210万円
　移住セミナーの開催、移住お試し住宅の整備、移住お試し
ツアーなどを実施し、移住の促進を図ります。

地域への新しいひとの流れ
をつくる

結婚支援事業補助　　　　　　　　　　　　　200万円
　結婚支援事業を実施する民間団体などに、事業費の一部を
補助します。
同窓会開催補助　　　　　　　　　　　　　　200万円
子ども医療費の助成拡大　　　　　　　　　7,658万円
　中学生までの子どもの通院・入院医療費を無料化し、子ど
もを産み育てやすい環境を整備します。
放課後児童クラブ（仲よし会）の充実　　　1,771万円
　高清水小・洞内小・四和小への仲よし会の新設および土曜
日・長期休業日の仲よし会の開設時間を延長し、保護者の子
育てと仕事の両立を支援します。

若い世代の結婚・出産・
子育ての希望をかなえる

健康長寿応援事業　　　　　　　　　　　　　851万円
とわだ生涯現役プロジェクト　　　　　　　　115万円
新たなコミュニティづくり事業　　　　　　　299万円
　おおむね小学校区を単位とする新たなコミュニティづくり
を推進するため、組織の立ち上げを支援します。また、まち
づくりに必要な人材を育成するため、講座を開催します。

時代に合った地域をつくり、
安心な暮らしを守るとともに
地域と地域を連携する

地方創生に向けた取り組み
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問総務課行政総務係☎516719

1耐震性に問題のある本庁舎および支所庁
　 舎を統合整備した新庁舎の建設事業に着
　 手します。
2中長期的な視点に立って公共施設などの
　 更新・統廃合・長寿命化などを計画的に
　 行うため、平成 27・28年度の２カ年で
　 公共施設等総合管理計画を策定します。

1新庁舎建設に係る
　 ①基本構想の策定　
　 ②基本計画の策定
　 ③基本設計
　 を行います。
2平成 27年度は、社会経済環境
　分析、資産状況調査、市民意識
　調査などを行い、基本方針を策
　定します。

■総務部■総務部の重点目標

1豊かな自然や農畜産物、アートが融合した本市な
　 らではの地域特性を踏まえ、雇用創造や地域活性
　 化につなげるための指針となる地方人口ビジョン
　 および地方版総合戦略を策定します。
2市の最上位計画として、将来都市像や政策目標を
　 定め、各種施策を展開するための指針となる次期
　 総合計画を２カ年で策定します。

1地方人口ビジョンおよび
　 地方版総合戦略を策定
　 します。
2平成 27年度は、基本構
　 想原案を決定します。

■企画財政■企画財政部の重点目標

1国民健康保険事業財政の健全
　 化を図るため、国保税率の検
　 討、医療費適正化対策を進め
　 ます。
2民間活力の活用と施設管理の
　 効率化によるコスト削減を図
　 ります。

1①国保税率のあり方について、平成 27年
　　 10 月末までに方針を決定します。
　 ②重複・頻回受診者への訪問指導を実施し
　 　ます。指導実施目標 85人（対象見込み
　　 100 人）
2市民交流プラザの指定管理者導入について
　 は、平成 27年度に方針を決定します。

■民生部■民生部の重点目標

1高齢者が住み慣れた地域で安
　心して暮らすことができるよ
　う地域包括ケア体制の充実を　
　図ります。
2健康寿命延伸のため、生活習
　慣病の予防を目的とした特定　
　健康診査受診率の向上ならびに
　運動習慣の定着化を図ります。

1①地域包括支援センター運営形態など
　　の原案を取りまとめます。
　 ②新しい介護予防・日常生活支援総
　　合事業の原案を取りまとめます。
2①特定健康診査受診率 45％　
　 ②運動習慣定着率
　 ⑴壮年期（40～64歳）30％
　 ⑵前期高齢者（65～74歳）47％

■健康福祉■健康福祉部の重点目標

1青年の就農意欲の喚起と就農後
　 の定着を促し、青年就農者の増  
　 加を図ります。
2「十和田湖ひめます」の地域団
　 体商標登録を契機に、品質保持、
　 安定供給することによりブラン
　 ドの確立を図ります。

1新規就農者 20人（平成 26年度４人）
2①ブランド化推進に係る「（仮称）十和
　　田湖ひめますブランド化推進協議会」
　　を設立します。
　 ②急速冷凍庫の導入支援により、生食
　　可能な状態で販売する割合を 80％に
　　します。（平成 26年度 50％）

■農林部■農林部の重点目標

1休屋地区および焼山地区の活性
　 化を図ります。
2商工業の振興を通じ、経済の活
　 性化を図ることによって雇用情
　 勢の向上に努めます。

1国立公園（十和田地区）入込客数：200
　 万人（平成 25年度 182万人、24年度
　 199 万人、23年度 161万人）
2①有効求人倍率（十和田管内）：0.85　
　 　（平成 27年２月：0.79）
　 ②企業誘致件数：１件

■観光商工■観光商工部の重点目標

1冬期における道路等維持管理業務
　 の体制確保と効率化を図るため、
　 民間委託の導入を検討します。
2コンパクトシティの形成に取り組
　 みます。

1平成 27年度内に方針を決定
　します。
2遊休地・空き家の有効活用と、
　 市営住宅のあり方を整理・
 　検討します。

■建設部の■建設部の重点目標

健全で安定的な経営運営
を行い、持続的なサービ
スの提供を行っていきま
す。

①十和田市水道整備基本計画
　を策定します。
②年度末水洗化率 85.5％を
　目指します。（平成 26年
　度 84.2％）

■上下水道部の■上下水道部の重点目標

医業収益の向上およびコストの削減を図
り、病院事業の経営安定化を図ります。

単年度収支において現金ベー
スでの黒字を確保します。

■中央病院■中央病院の重点目標

1次代を担う人材の育成に向けて学校教育を充
　 実し、全国学力・学習状況調査において「学
　 校に行くのが楽しい」と回答する児童・生徒
　 の割合を高めます。
2市民の学習環境づくり、地域に根ざした多彩
　 な文化、芸術、スポーツ活動の推進による人
　 材育成に向け、社会教育事業、スポーツ活動
　 への参加者を増やします。

1小学校６年生・中学校３年生
　 ともに 90％にします。
　 （平成 26年度、小学校６年生
　 85.0％、中学校３年生 83.9％）
2社会教育事業・スポーツ活
　 動への参加者を 11万４千人
　 にします。
　 （平成 26年度 11万 2,371 人）

■教育委員■教育委員会の重点目標

1遊休農地の発生防止と再生可能な
　 農地の有効利用を促します。
2農業の担い手の確保に資する農業 
　 者年金加入、家族経営協定締結お
　 よび農業後継者の結婚活動支援を
　 行います。

1現認されている遊休農地のうち、 
　 8.0ha 以上を解消します。
2①農業者年金加入者７人
　 ②家族経営協定締結数７組
　 ③農業体験交流会実施数２回

■農業委員■農業委員会の重点目標

※詳細については、市ホームページで公表していますので、ご覧ください。
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目標値 達成状況

目標値 達成状況

目標値 達成状況
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目標値 達成状況
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目標値 達成状況

目標値 達成状況

1 ①検討委員会、市民会議、市
　　 民アンケートを踏まえ策定済
　 ②、③はプロポーザル方式で
　　 選定、契約済
2管理計画策定の方針を作成し、
　 計画策定業務を発注しました。
　 また、公共施設などの情報整
　 理、評価・分析、市民アンケー
　トなどを行いました。

1「十和田市まち・ひと・しご
　 と創生人口ビジョン・総合
　 戦略」を策定しました。
2現行計画の検証や市民意識
　 調査などを実施し、基本構
　 想原案を庁議決定しました。

1①国保税率の税率改正を行　
　　いました。
　 ②重複・頻回受診者の 76％
　　に対し、訪問指導を実施　
　　しました。
2コストなど比較の結果、直　 
　営で管理することとしました。

1①直営や外部委託などの検討を
　　 行いましたが、原案の取りま
　　 とめには至りませんでした。
　 ②サービスメニューなどの検討
　　 を行いましたが、原案の取り
　　 まとめには至りませんでした。
2①受診率 33％　
　 ② ⑴壮年期27％⑵前期高齢者43％

1５人（個人３人、夫婦１組）
2①「十和田湖ひめますブラ
　　ンド化推進協議会」を設立
　　しました。
　②急速冷凍庫の導入支援によ
　　り、生食可能な状態で販売
　　する割合は、67％となり
　　ました。

1焼山地区の宿泊者数は前年
　 比約 10％増、休屋地区は
　 ほぼ前年並み
2①有効求人倍率：0.94
　　（平成 28年１月）
　 ②企業誘致件数：１件

1除雪パトロールと除雪業務の一括民間
　 委託について、関係機関との協議や他
　 市事例の調査を実施しました。
2遊休地・空き家の有効活用について調
　 査しました。市営住宅の整備手法につ
　 いて検討し、今後PFI 導入可能性調査
　 を実施することとしました。

①電気計装設備や集中監視設備等の構築事業、送水
　管やポンプ等の送水施設更新事業、水道施設の耐
　震化事業、管路の耐震化等の更新事業の水道整備
　基本計画を策定するための基礎調査を行いました。
②年度末水洗化率 85.1％

平成27年度事業の決算見込みでは黒字
確保は困難な状況となっています。

1小学校６年生 89.8％、
　 中学校３年生 80.2％
211万 7,856 人の見込み

1遊休農地を 2.5ha 解消
2①農業者年金加入者 10人
　 ②家族経営協定締結数２組
　 ③農業体験交流会実施数２回

平成 27年度の市の重点目標の達成状況を報告します
　昨年度の市政運営方針に沿って「平成 27 年度における各部等の重点目標」を掲げ、各部一丸となって取
り組みを進めて参りました。そのうち、最も重要な項目について達成状況の概要を報告します。
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市役所からのお知らせ

　公共施設のあり方についてのアンケート調査の結果をお知らせします公共施設のあり方についてのアンケート調査の結果をお知らせします
　市では、公共施設の今後のあり方の指針となる『公共施設等総合管理計画』の策定に取り組んでいます。
　この計画を策定するにあたり、市民の皆さんの意見を反映させるため、市民アンケート調査を行いました。
　このアンケート調査では、不特定多数の人が利用する施設のうち耐震性能（Ｉｓ値）や老朽化、経過年数
などさまざまな課題を有する７施設についてお聞きしました。今後は、この結果を参考としながら各施設の
整備方針を定めて参ります。

▶実施期間　平成28年１月21日～２月１日
▶対象者　無作為で選んだ20歳以上の市民3,000人　　▶回収率　45.6％（1,368人）
▶性別　男性41.6％（569人）　女性57.2％（782人）　無回答1.2％（17人）
▶年齢　20代5.7％（78人）　30代11.0％（151人）　40代15.3％（209人）　50代18.2％（249人）、
　　　　60代24.9％（341人）　70代15.8％（216人）　80歳以上8.3％（114人）　無回答0.7％（10人）

①市民屋内グラウンド　②南屋内グラウンド
Ｑ　この２つの施設は、耐震性能が低く大規模な地震で倒壊する危険性が高いため平成27年３月31日で廃止
しました。この２つの施設を統合し、新たに建設する方向で考えていますが、このことについて、あなたの
考えをお聞きします。

賛成賛成
79.6％79.6％

（1,089人）（1,089人）

反対反対
17.4％17.4％
（238人）（238人）

その他その他
2.0％2.0％
（28人）（28人）

無回答無回答
1.0％1.0％
（13人）（13人）

屋内でスポーツやレクリエーションなどを行うための土床の
体育館
①市民屋内グラウンド
　経過年数　52年（昭和39年築）
　平成25年度の利用状況
　　利用者数　15,475人、１日平均　45人、稼働率　26.5％
②南屋内グラウンド
　経過年数　55年（昭和36年築）
　平成25年度の利用状況
　　利用者数　12,323人、１日平均　36人、稼働率　27.0％
※①②ともに、平成26年12月１日から休館

③十和田湖公民館
Ｑ　この施設は、耐震性能が低く、大規模な地震で倒壊する危険性が高い２階部分（1,000人収容の大ホー
ル）を平成27年１月１日から閉鎖しています。今後、『ふるさと皆館』へ機能を移転し、地域の拠点となる
ような施設を整備する方向で考えていますが、このことについて、あなたの考えをお聞きします。

賛成賛成
74.9％74.9％

（1,025人）（1,025人）

反対反対
19.3％19.3％
（264人）（264人）

その他その他
2.7％2.7％
（37人）（37人）

無回答無回答
3.1％3.1％
（42人）（42人）

会議、集会、習い事などを行うための施設
経過年数　37年（昭和54年築）
平成25年度の利用状況
　利用者数　23,529人、１日平均　66人、稼働率　10.0％
　　うち２階部分の25年度の状況
　　・使用回数　152回
　　・利用者数　3,863人
　　・１回平均　25人

④十和田湖総合運動公園体育館
Ｑ　この施設は、耐震性能が低く大規模な地震で倒壊する危険性が高いため平成27年３月31日で廃止しまし
た。今後、解体撤去する方向で考えていますが、このことについて、あなたの考えをお聞きします。

解体撤去でよい解体撤去でよい
66.3％（907人）66.3％（907人）

体育館の機能を持った体育館の機能を持った
施設を新たに整備する施設を新たに整備する
26.5％（363人）26.5％（363人）

その他その他
3.4％（46人）3.4％（46人）

無回答無回答
3.8％3.8％
（52人）（52人） 室内でスポーツやレクリエーションなどを行うための施設

経過年数　43年（昭和48年築）
平成25年度の利用状況
　利用者数　12,888人、１日平均　37人、稼働率　29.6％
※平成26年12月１日から休館

⑦十和田湖民俗資料館
Ｑ　この施設は、木造で老朽化が進んでいます。市内には同様の資料館『郷土館』がありますが、今後の方
針について、あなたの考えをお聞きします。

民俗資料の保存・展示などを行うための施設。国指定
重要文化財旧笠石家に隣接しています。
経過年数　40年（昭和51年築）
平成25年度の利用状況
　利用者数　2,977人、１日平均　10人
平成26年度の利用状況
　利用者数　1,343人、１日平均　４人

郷土館に統合する郷土館に統合する
63.4％（867人）63.4％（867人）

廃止してもよい廃止してもよい
26.2％26.2％
（358人）（358人）

その他1.9％（26人）その他1.9％（26人）

無回答無回答
4.0％4.0％
（55人）（55人）

更新して更新して
存続させる存続させる
4.5％（62人）4.5％（62人）

⑤新渡戸記念館
Ｑ　この施設は、コンクリート強度が著しく低く耐震性能も低く大規模な地震で倒壊する危険性が高いため
平成27年６月30日で廃止しました。市が所有する資料はほとんどないため、新たに整備する場合には、原則
として資料の所有権を取得することが前提となります。このことを踏まえ、今後の方針について、あなたの
考えをお聞きします。

他の開拓資料や民俗資料他の開拓資料や民俗資料
と合わせた複合の資料館と合わせた複合の資料館
として新たに整備するとして新たに整備する
67.3％（921人）67.3％（921人）

その他その他
13.1％13.1％
（179人）（179人）

無回答無回答
4.3％4.3％
（59人）（59人）

単独の資料館として単独の資料館として
新たに整備する新たに整備する
15.3％（209人）15.3％（209人）

三本木原開拓、新渡戸家３代に関する資料の保存・展示
などを行うための施設
経過年数　51年（昭和40年築）
平成25年度の利用状況
　利用者数　11,541人、１日平均　38人
平成26年度の利用状況
　利用者数　10,308人、１日平均　34人

⑥勤労青少年ホーム（体育館部分を除く）
Ｑ　この施設の体育館を除いた部分は、１日当たりの利用者が少ない状況です。今後の方針について、あな
たの考えをお聞きします。

廃止してもよい廃止してもよい
83.6％（1,144人）83.6％（1,144人）

更新して更新して
存続させる存続させる
9.7％9.7％

（133人）（133人）

その他その他
2.7％2.7％
（37人）（37人）

無回答無回答
3.9％3.9％
（54人）（54人）

勤労青少年（15歳以上35歳未満）向けの会議、集会などを
行うための施設。支障がない場合は、その他の人も利用する
ことができます。
経過年数　42年（昭和49年築）
平成25年度の利用状況
　利用者数　3,671人、１日平均　10人、稼働率　13.0％
平成26年度の利用状況
　利用者数　4,519人、１日平均　13人、稼働率　16.6％

問管財課管財係☎516707



料金
▶犬の登録料3,000円　▶予防注射料3,100円

こんなときは届け出が必要です
▶新しく犬を飼い始めたとき
▶飼い犬が死亡したとき　
▶住所や飼い主など、登録事項に変更があったとき

　人と動物が快適・健康に暮らしていける
社会のために、飼い主には社会や近隣に迷
惑をかけないようにする責任があります。
住みよいまちづくりにご協力ください。
▶散歩時のフンは必ず持ち帰りましょう
▶犬の放し飼いはやめましょう

飼い主の皆さんへ

９ 広報　　　　　　　　2016年（平成28年）５月号 2016年（平成28年）5月号　広報 ８

　生後91日（３カ月）以上の犬は、狂犬病予防法により、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注
射が義務付けられています。次の日程で春の狂犬病予防注射と飼い犬の登録を行いますので、必ず
受けさせてください。なお、すでに飼い犬の登録をしている飼い主のかたにはがきを郵送しますの
で、予防注射当日に持参してください。　　　　　　　　　　 

春の春の狂犬病予防注射狂犬病予防注射とと飼い犬登録飼い犬登録のお知らせのお知らせ

問まちづくり支援課環境衛生係☎516726

月日 所　在　地 実　施　場　所 実施時間

５
月
21
日 

㈯

沢田字篠田地 三日市川原バス停前 ８：45～８：55
沢田字三日市 元JA三日市倉庫前 ９：00～９：10
沢田字中道 新屋敷バス停前 ９：15～９：20
沢田字中道143－３ 下洗生活改善センター前 ９：25～９：40
沢田字田屋８ グループホーム和っぷる前 ９：50～９：55
沢田字前谷地42－1 奥山光男様宅前（長塚） 10：00～10：10
沢田字寺ノ上 二ツ家集会所前 10：15～10：20
沢田字高屋 向村生活改善センター前 10：25～10：30
沢田字西村 水尻地区ふれあい会館前 10：35～10：45
沢田字舘３ 戸舘鐵雄様宅前 10：50～10：55
沢田字芦名沢60 芦沢友司様宅前 11：00～11：05
奥瀬字生内 生内研修センター前 11：15～11：25
奥瀬字中ノ渡 中ノ渡集会施設前 11：30～11：40
沢田字後平 太田川原研修館前 13：15～13：25
沢田字後平５ 太田集会所前 13：30～13：40
沢田字和野 深堀集会所前 13：45～13：55
奥瀬字中平61－６ 地域包括支援センター駐車場 14：00～14：15
奥瀬字上通 上川目集会所前 14：20～14：30
奥瀬字仙ノ沢 仙ノ沢集会所前 14：35～14：40
奥瀬字中通２－２ 下川目生活改善センター前 14：45～14：55

５
月
22
日 

㈰

西十二番町６－１ 市役所西側駐車場 ８：30～９：00
西二十二番町12 若葉球技場南側駐車場 ９：05～９：25
西二十二番町36 西金崎公園前 ９：30～９：40
西二十二番町50 昭和ドレストワダ研究社駐車場 ９：50～10：10
西二十一番町44－27 西北園会館前 10：15～10：30
西二十一番町10－12 きたぞの会館前 10：35～10：55
西十一番町27－30 和交会館前 11：00～11：15
元町西六丁目２－１ ちとせ小学校校門前 11：20～11：35
三本木字上平206 上平団地集会所前 13：15～13：20
三本木字上平184－４ 田嶋建設前 13：25～13：40
深持字南平 南平公民館前 13：45～13：50
深持字南平 長根尻婦人ホーム前 13：55～14：10

５
月
24
日 

㈫

深持字梅家ノ下149 小原猛様宅前（熊ノ沢） ８：50～８：55
深持字舟沢 梅集会所前 ９：00～９：05
深持字大切川原１－２ 中村集会所前 ９：15～９：20
深持字若狭 増沢集会所前 ９：25～９：30
法量字府金９ 竹林和雄様宅前 ９：35～９：40
法量字蓬畑７－３ 蓬畑集会所前 ９：45～９：50
法量字長沢77－２ 長沢集会所前 ９：55～10：00
法量字川口平26－２ 小笠原智樹様宅前（段ノ台） 10：05～10：15
法量字中里 中里消防屯所前 10：25～10：35
法量字中里127 中里生活改善センター前 10：40～10：45
法量字川代前 川代生活改善センター前 10：50～10：55
法量字山屋８－２ 山屋集会所前 11：00～11：05
法量字鳥谷附38－２ 中川一男様宅前（鳥谷附） 11：10～11：15
法量字川口38－３ 川口研修館前 13：20～13：30
法量字家ノ前12 法量（元ＪＡ給油所前） 13：40～13：50
法量字家ノ前 両泉寺集会所前 13：55～14：05
奥瀬字北向83－６ 中川原生活改善センター前 14：10～14：20
奥瀬字下川目 第１市営住宅公園（新川原） 14：25～14：35
奥瀬字下川目126 十和田湖公民館前 14：40～14：50

５
月
26
日 

㈭

法量字道ノ南45－４ 山口集会所前 ８：50～８：55
法量字谷地端 旧漆畑消防屯所前 ９：05～９：15
法量字大筋前44－１ 百目木集会所前 ９：20～９：30
法量字尻貝下31－11 片貝沢生活改善センター前 ９：40～９：45
法量字渕瀬45－１ 渕沢集会所前 ９：50～９：55
奥瀬字十和田湖畔宇樽部 旧東湖館向駐車場 10：50～11：00
奥瀬字十和田湖畔休屋 十和田湖診療所前 11：15～11：25
奥瀬字栃久保11 焼山郵便局前 13：25～13：30
法量字焼山64－164 市民の家前 13：35～13：45

月日 所　在　地 実　施　場　所 実施時間

５
月
26
日 

㈭

奥瀬字栃久保134－３ 栃久保生活改善センター前 13：55～14：00
奥瀬字大畑野 大畑野消防屯所前 14：05～14：10
奥瀬字大畑野104－１ 志田忠様宅前 14：15～14：20
奥瀬字大畑野 高田集会所前 14：25～14：30
奥瀬字立石５－２ 立石研修館前 14：35～14：40
奥瀬字北向194－６ 冷道研修館前 14：45～14：55

５
月
28
日 

㈯

東十三番町32－１ カケモ三小通り店駐車場 ８：40～８：55
東十二番町21－16 青い森信用金庫大学通支店前 ９：00～９：15
東十二番町３ スタジオおだしま向側空地 ９：20～９：30
東三番町23 太素公園前駐車場 ９：35～９：45
東三番町９ 瀬戸山公園前 ９：50～10：00
東四番町３－37 イーグルボウル前 10：05～10：20
東五番町２－23 野月手袋店前 10：30～10：40
東十五番町18 あけぼの公園前 10：45～10：55
三本木字稲吉 日の出会館前 11：00～11：10
東十四番町26－10 草野動物病院前 11：15～11：25
赤沼字下平615 元若葉鉄工所前 13：10～13：20
赤沼字向川原17 元ＪＡ赤沼営業所前 13：25～13：40
三本木字本金崎118 八郷会館前 13：45～14：00
三本木字矢神 矢神集会所前 14：05～14：15
三本木字中掫 馬頭神社前 14：20～14：30

５
月
29
日 

㈰

稲生町14－12 青森県信用組合十和田支店前 ８：40～８：55
東一番町３ 大門公園前 ９：00～９：15
東二十一番町１ 前谷地公園前 ９：20～９：40
東二十一番町19－18 東洋ハウス工業前 ９：45～10：05
三本木字下平 稲生団地入口 10：10～10：25
東二十三番町35－１ 北里大学前 10：30～10：50
東二十三番町28 北里公園前 10：55～11：10
東二十三番町８ 三木野公園前 11：15～11：35
東二十四番町16－12 元「酒の久」前 11：40～11：50
三本木字里ノ沢 しらかば団地入口 13：15～13：25
三本木字里ノ沢 里ノ沢集会所前 13：30～13：35
三本木字野崎241－７ 赤坂治療院前 13：40～13：45
三本木字稲吉３－21 誠屋前 13：50～14：00
三本木字東小稲174－246 稲吉集会所前 14：05～14：15
三本木字牛泊20－123 けやきホール駐車場前 14：20～14：30

５
月
31
日 

㈫

米田字万内 元万内集会所前 ８：45～８：55
米田字北野 北野バス停前 ９：00～９：05
米田字向町63－１ 米田駐在所東側空き地 ９：10～９：25
米田字向久保 石倉集会所前 ９：30～９：35
米田字種原11－97 種原屯所前 ９：40～９：55
滝沢字松屋敷 松屋敷バス停前 10：00～10：10
滝沢字中渡 中渡集会所前 10：15～10：20
滝沢字高屋 高屋集会所 10：25～10：30
滝沢字横倉 横倉バス停前 10：35～10：50
滝沢字舘 舘バス停前 10：55～11：00
滝沢字赤伏16 升澤昭七様宅前 11：05～11：15
滝沢字漆畑 漆畑会館前 11：20～11：25
滝沢字上大沢148 堤頭婦人ホーム前 11：40～11：45
滝沢字米内沼 米内沼集会所前 11：50～11：55
米田字家ノ下平20－２ 森勲様宅前（小林） 12：00～12：05

６
月
２
日 

㈭

相坂字高清水 高清水消防屯所前 ８：40～９：00
相坂字高清水78－52 オレンジハート高清水店前 ９：05～９：25
相坂字高清水649 澤目幸治様宅前 ９：30～９：35
相坂字高清水660 富庫美婦人ホーム前 ９：40～９：45
相坂字高清水718－５ 須田山自動車板金前 ９：50～９：55
相坂字高清水387 県林業試験場向かい空き地 10：00～10：15
八斗沢字家ノ下 豊平生活センター 10：20～10：25
八斗沢字家ノ下 東栄会館 10：30～10：35
大沢田字蒼前 大下内わ会館前 10：40～10：45
大沢田字早坂 早坂神社前 10：55～11：00
大沢田字牛鍵112－２ 山端商店前 11：05～11：15

月日 所　在　地 実　施　場　所 実施時間

６
月
４
日 

㈯

相坂字白上 一本木会館前 ８：40～８：55
相坂字小林315－３ 下川原ガラス店前 ９：00～９：20
相坂字小林361－１ ＪＡ藤坂支店前 ９：25～９：40
相坂字相坂115－１ 大池神社前 ９：45～10：00
相坂字長漕40－１ 竹ヶ原農産前 10：05～10：15
相坂字白上426 小山田繁博様宅前 10：20～10：30
相坂字白上344－10 県内水面研究所入口 10：35～10：50
相坂字白上248－82 小山田獣医科クリニック前 10：55～11：10
三本木字東小稲174－73 イナホ農産自販機前 13：15～13：25
相坂字高見 大和集会所前 13：30～13：40
相坂字箕輪平 喜多美町神社前 13：45～14：00
相坂字高見 六日町バス停前 14：05～14：20
相坂字相坂 農林総合研究所藤坂稲作研究部入口 14：25～14：35

６
月
５
日 

㈰

西三番町２－12 勤労青少年ホーム前 ８：40～８：50
西三番町19－29 寺向会館前 ８：55～９：05
西十四番町６－３ きく保育園前 ９：10～９：20
西十五番町３－１ 南小学校校門前 ９：25～９：40
西五番町23－１ 高村商店前 ９：45～10：00
西六番町５ 南公民館駐車場 10：05～10：25
西十六番町15－20 栗山工務店前 10：30～10：40
穂並町14－19 東小稲会館前 10：45～11：00
穂並町７－55 穂並会館前 11：05～11：15
西四番町２－２ 青い森信用金庫穂並支店前 11：20～11：30
藤島字中道36－２ 藤島会館前 13：15～13：30
藤島字小山59 下山博志様宅前 13：35～13：45
藤島字和島 和島神社前 13：50～14：00

６
月
７
日 
㈫

切田字向切田13－３ 向切田公民館前 ８：45～８：55
切田字下切田 切田八幡神社前 ９：00～９：05
切田字平林 橋場生活センター前 ９：10～９：15
切田字半在池 半在池集会所前 ９：20～９：30
切田字久保 寺地集会所前 ９：35～９：45
切田字堰向 関口生活センター前 ９：50～10：00
切田字印25 中屋敷商店前 10：10～10：15
切田字印 豊川集会所前 10：20～10：25
切田字夏間木46－２ 夏間木地区会館前 10：35～10：40
切田字見世 見世集会所前 10：50～10：55
切田字上舘 上舘生活改善センター前 11：00～11：05
切田字外ノ沢22 畑山敏雄様宅前 11：10～11：20
洞内字樋口 下樋口集会所前 13：20～13：25
三本木字一本木沢335－7 インテリアシモクボ倉庫前 13：30～13：35
三本木字一本木沢326－１ 大石正則様宅前 13：40～13：45
三本木字下平 藤高分館前 13：50～14：00
八斗沢字家ノ下286－２ 十美岡婦人ホーム前 14：05～14：10
八斗沢字家ノ下311－６ とわださんまり荘前 14：15～14：20
八斗沢字林ノ道 八斗沢集会所前 14：25～14：35
八斗沢字家ノ下 清水集会所前 14：40～14：50
立崎字立崎20－２ 立崎公民館前 14：55～15：05

６
月
９
日 

㈭

切田字横道 横道集会所前 ８：45～８：55
切田字横道 古安鹿地区集会所前 ９：00～９：10
切田字泥ノ木 泥ノ木集会所前 ９：15～９：20
大不動字平山 平山バス停前 ９：25～９：35
大不動字柏木 柏木集会所前 ９：40～９：45
米田字笊畑 笊畑バス停前 ９：50～９：55
米田字森ノ越 月日山林業会館前 10：00～10：05
米田字長下 長下集会所前 10：10～10：15
滝沢字指久保 指久保バス停前 10：20～10：25
大不動字上明戸 明戸バス停前 10：35～10：45
大不動字大不動 大不動バス停前 10：55～11：00
米田字清瀬230 清瀬集会所前 11：05～11：15
米田字雨沼 ときわ養鶏入口 11：20～11：25
米田字下川尻12－１ 川尻集会所前 11：30～11：40

月日 所　在　地 実　施　場　所 実施時間

６
月
９
日 

㈭

伝法寺字大窪 大窪集会所前 13：25～13：30
伝法寺字蒼前堂31－１ 伝法寺農村広場前 13：35～13：45
米田字雨溜19－１ わかばドライブイン前 13：50～13：55
米田字ヒザ森13－４ 一本松公民館前 14：00～14：10
伝法寺字和田山１－７ 木村昭子様宅前 14：20～14：25
伝法寺字泉田 泉田屯所前 14：35～14：45
伝法寺字羽立10 羽立本町集会所前 14：50～14：55
伝法寺字羽立 小林興業前 15：00～15：05

６
月
11
日 

㈯

西二十三番町７－８ サワメ電気北側済誠会病院職員駐車場 ８：40～９：00
西十三番町44－30 隣保館前 ９：05～９：25
西十四番町22 旭町会館前 ９：30～９：40
西十五番町14－39 南吾郷町内会館前 ９：45～９：55
西十五番町30－13 オトミチ硝子店前 10：00～10：20
三本木字西小稲159－５ 小川鉄工所入口 10：25～10：40
三本木字並木西 吾郷会館前 10：45～11：00
三本木字並木西186－４ 森スチールサービス前 11：05～11：25
西二十三番町28－９ 七園会館前 13：05～13：20
西二十二番町31－32 みどり会館前 13：25～13：45
三本木字西金崎215－１ 昭和ドレストワダ第二工場前 13：50～14：00
赤沼字下平263－94 川原土木建設向かい駐車場 14：05～14：15

６
月
12
日 

㈰

西二番町８ 八甲公園 ８：40～８：50
西一番町13－23 三浦商店向側空き地 ８：55～９：10
稲生町３ 大竹ビル裏駐車場 ９：15～９：30
元町西一丁目10－37 元町神社前 ９：35～９：50
元町西二丁目10－32 坂田測量西側駐車場 ９：55～10：05
三本木字北平 土手山集会所前 10：10～10：20
三本木字北平147－870 アパート サンドヴィラ前 10：25～10：35
三本木字北平 元町コミュニティーセンター前 10：40～10：50
元町東四丁目１－８ ワークショップのづき東隣芝生 10：55～11：20
元町東一丁目14 眞照堂第２駐車場前 11：25～11：35
深持字梨ノ木平 豊栄集会所前 13：10～13：20
深持字下中平 板ノ沢消防屯所前 13：25～13：40
深持字林12－３ 深持小学校前 13：45～13：55
深持字中平117－２ 深持ふれあいセンター前 14：00～14：15
深持字梨ノ木平 梨ノ木平公園前 14：20～14：30

６
月
14
日 

㈫

洞内字芦沢 芦沢バス停前 ８：45～８：55
洞内字家ノ上33－２ 上羽立集会所前 ９：00～９：05
洞内字小田道 下羽立集会所前 ９：10～９：15
深持字菖蒲渡４ 田嶋美喜雄様宅前（小田） ９：20～９：25
洞内字大福平 森田野ふれあいセンター前 ９：30～９：40
洞内字豊良17 豊良集会所前 ９：45～９：50
洞内字五十貫田14 五十貫田集会所前 ９：55～10：05
大沢田字北野231 北野集落総合センター前 10：15～10：20
大沢田字芋久保47－２ 芋久保地区農業構造改善センター前 10：30～10：45
大沢田字大沢田13－６ 大沢田地区加工等施設前 10：50～11：05
洞内字樋口４－100 簗場道雄様宅前（樺沢） 11：10～11：20

６
月
18
日 

㈯

洞内字後野 後野町内会集会所前 ８：45～９：00
洞内字後野 真登地婦人ホーム前 ９：05～９：20
洞内字向87－３ 洞内アキ子様宅前 ９：25～９：35
洞内字向31－３ 洞内和徳館前 ９：40～９：55
洞内字杉ノ沢 市営洞内プール前 10：05～10：20
洞内字後野189－２ 十和田総合自動車前 10：25～10：35
三本木字間遠地 七郷会館前 10：45～11：05
深持字後平 気比神社前（晴山） 11：10～11：25
ひがしの一丁目16－20 ひまわり荘前 13：15～13：30
ひがしの二丁目30－15 ひがしの会館前 13：35～13：55
一本木沢一丁目６－25 一本木沢会館前 14：00～14：20
三本木字一本木沢229－３ 十和田車検センター事務所前 14：25～14：45

19
日
㈰

６
月　 西十二番町６－１ 市役所西側駐車場 ７：00～12：00



問政策財政課地方創生・婚活支援係 ☎516712
地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと

　市への移住・定住を促進するため、「平成28年１月１日から平成28年３月31日までに市外から転入した
人」、「平成28年４月１日以降に、上十三・十和田湖広域定住自立圏（※１）外から転入する人」を対象に、
平成29年３月31日までに入居する人の住宅取得費用の一部を補助します。また、下記以外にも申請に係る要
件などがありますので、詳細はホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

市へ移住する人へ『住宅の取得費用の一部を補助します』市へ移住する人へ『住宅の取得費用の一部を補助します』

補助対象住宅 補助対象経費 補助金の額
　新築住宅 　建築費（購入費） 　補助対象経費の10分の1（上限100万円）
　中古住宅 　購入費(※)または改修費のいずれか 　補助対象経費の２分の1（上限50万円）

●補助の内容

●さらに、次に該当する世帯の場合は上乗せ補助があります。

※１　上十三・十和田湖広域定住自立圏とは十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、
　　　小坂町で構成する圏域をいいます。

平成28年度十和田市総合防災訓練が実施されます

　市では、十和田地域広域事務組合消防本部をはじめ防災関係機関・団体と地域住民の協力を得て総合防
災訓練を行います。総合防災訓練は、大きな被害をもたらす地震災害などが発生した時の応急対策を迅
速・的確かつ総合的に実施できるよう各種訓練を行うことにより、防災体制の強化と地域住民の人々の防
災意識の高揚を図ることを目的としています。なお、訓練は、どなたでも参観できます。

・訓練当日は、実施場所周辺でサイレンを鳴らしますので、火災などと
　お間違えのないようお願いします。
・訓練では、多くの緊急車両、ヘリコプターなどが出動するほか、訓練
　会場周辺では交通規制を実施する場合があります。付近住民の皆様に
　はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
・大雨、強風、雷などの悪天候で各種警報などが発令された場合には、
　訓練を中止することがあります。

と　き　５月 31日㈫　午前９時～午後０時 40分
ところ　十和田市役所、洞内小学校、おらんどーむ　ほか

▲負傷者の救助救出訓練の様子

補助対象世帯 上乗せ補助金の額
　若年夫婦世帯（本人と配偶者いずれも40歳未満の世帯） 10万円
　子育て世帯（18歳未満の子を擁する世帯） 10万円(子ども一人につき)
　三世代同居世帯（18歳未満の子と本人か配偶者のいずれかの親を擁する世帯） 10万円

空き家バンクを利用する人に対し、支援を実施します空き家バンクを利用する人に対し、支援を実施します
　市への移住・定住を促進するため、空き家バンクを利用する人で売買か賃貸借の契約をした人に対して、
奨励金などの支援を実施します。下記以外にも申請に係る要件などがありますので、詳細はホームページを
ご覧いただくか、お問い合わせください。

補助対象者 補助対象経費等 補助金等の額

　空き家登録者（※2）
　空き家登録奨励金 　５万円（１人につき１回限り）
　家財道具などの整理にかかる経費 　補助対象経費の３分の２（上限10万円）

　利用登録者（※３）で　
　若年夫婦世帯か子育て
　世帯に該当する人

　空き家の家賃 　上限２万円／月

※２　空き家登録者とは、空き家バンクに空き家を登録している所有者のことを指します。
※３　利用登録者とは、空き家バンクに登録されている空き家などの購入や賃借を希望する人で、空き家バンクに利用の登録をして　
　　いる人のことを指します。

問 総務課防災係 ☎51 6703
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(※)　中古住宅の購入費の補助は、「平成28年４月１日以降に、上十三・十和田湖広域定住自立圏（※１）外から転入する人」が対象です。



三沢市

〜上⼗三・⼗和⽥湖広域定住⾃⽴圏情報〜

　上十三・十和田湖広域定住自立
圏圏域のイベント情報をお届けし
ます♪

七戸町

ピザカーニバルinしちのへ
▼とき　５月15日㈰

　　　　午前10時～

▼ところ　七戸中央
　　　　　商店街
問七戸町商工会
　☎622521

横浜町

▼とき　５月14日㈯・15日㈰

▼ところ　大豆田地区特設会場
問横浜町産業振興課
　☎0175782111(内線351)

2015菜の花フェスティバル
inよこはま

みんな
で

出かけ
よう

森⼭⼤
㔠㔂㔩㔄

道写真展
『裏町⼈⽣〜寺⼭修司』

▼とき　開催中～９月25日㈰

▼ところ　寺山修司記念館
問寺山修司記念館☎593434

六ヶ所村

▼とき　５月14日㈯・15日㈰

▼ところ　大石総合運動公園特設会場
問六ヶ所村観光協会
　☎0175722111(内線264)

天王つつじまつり

▼とき　５月１日㈰
　　　　～15日㈰

▼ところ　天王神社
　　　　　境内
問七戸町商工観光課
　☎622137

2016たのしむべ！フェスティバル
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携
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。
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こ
ろ
、
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パ
ソ
コ
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携
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話
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で
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バ
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タ
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パ
ケ
ッ
ト
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額
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り
料
金
が
高
額
に
な
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れ
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あ
る
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い
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り
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す
。

Ａ
）
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う
す
る
と
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携
帯
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話
事
業
者
は
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契
約
締
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時
に
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応
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報
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供
義
務
を

果
た
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
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携
帯
電
話
事
業
者
に
は
、
利
用
開
始
後
の

利
用
料
金
が
高
額
化
し
た
段
階
で
消
費
者

の
被
害
拡
大
を
防
止
す
る
義
務
お
よ
び
危

険
の
拡
大
可
能
性
に
つ
い
て
の
説
明
義

務
・
情
報
提
供
義
務
が
あ
る
、
と
さ
れ
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い
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す
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携
帯
電
話
事
業
者
か
ら
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用
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額
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て
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つ
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て
注

意
喚
起
す
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て
い
な
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ど
の

事
情
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あ
れ
ば
、
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帯
電
話
事
業
者
に
対

し
債
務
不
履
行
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追
求
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

▼とき　５月14日㈯正午～

▼ところ　大石総合運動公園
　　　　　陸上競技場
問六ヶ所村観光協会
　☎0175722111(内線264)

第５回たのしむべ！
キッズマラソン2016
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とわだ産品情報 とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課☎516743

食べて、語って、泊まって
十和田でしかできない体験をしよう！

受入期間　通年
受入人数　宿泊　　１名以上50人程度まで
　　　　　日帰り　１名以上100人程度まで
料金例
宿泊▶9,400円
　（農業体験１泊２日、昼・夕・朝食付き）
日帰り▶3,800円（農業体験１日、昼食付き）
※受け入れ農家も随時募集しています。

　農家のお父さん、お母さんと一緒に農作業をして寝食を共にすることで、その地域で長年培われた文化や
知恵を学んだり、人と人とのつながりの温かさや食の大切さを実感するグリーン・ツーリズム。
　市では、十和田農業体験連絡協議会（漆坂眞会長）と協力しながら、グリーン・ツーリズムを広く展開し、
１日最大100人の農業体験者の受け入れを行っています。
　あなたも農業体験や農家民泊を通して、十和田でしかできない潤いに満ちた暮らしを体験してみませんか。
市内のかたはもとより、市外・県外のかたがたにも十和田の奥深い魅力を発信しましょう。

とき　７月10日㈰　午前９時スタート
ところ　特設会場『十和田湖休屋地区』

■ランナー募集（先着500人）

祝 十和田八幡平国立公園十和田八甲田地域指定80周年 “神秘の湖を走破する”

第１回十和田湖マラソン大会  ランナー・ボランティアスタッフ募集
種目 部門 参加費 制限時間

ハーフ
コース

高校生以上39歳以下 男

4,000円
150分

（途中関門有り）

女

40歳以上49歳以下 男
女

50歳以上59歳以下 男
女

60歳以上 男
女

申込期限　５月20日㈮消印有効
申し込み方法　
　①インターネット　http://runnet.jp（ランネット）
　②パンフレット付属の払込取扱票による郵便振替
▶パンフレットの請求は
　十和田湖マラソン大会　パンフレット発送センター
　〒152‐8532 東京都目黒区原町1‐31‐9　☎03‐3714‐7924
※パンフレットは十和田商工会議所にもあります。
※大会の詳細はホームページをご覧ください。
　http://www.towada.or.jp/yeg/towadakomarathon.html

■ボランティアスタッフ募集（50人）
対象　高校生以上
内容　受付係、参加賞配布係、コース内誘導係など
従事時間　現地にて午前６時～午後２時頃
申込期限　５月20日㈮
申し込み方法　氏名・生年月日・住所・電話番号を記
　載の上、メールかファクスで送信してください。
※詳細は６月中旬までに連絡します。
　市役所前からボランティアの送迎バスが出ます。

　問十和田湖マラソン大会実行委員会事務局
　　☎㉔1111・ＦＡＸ㉔1563
　　メール　towadakomarathon@gmail.com　

申

大川岱

子ノ口

スタート

ゴール

受付・特設会場
休 屋

ゴール地点か
らから休屋ま
では遊覧船で
移動します。

受付から
スタート地点
までは遊覧船
で移動します。 （約21㎞）

遊覧船（開会式）
７：30発

遊覧船遊覧船
11：00発11：00発
11：30発11：30発



５月の健康カレンダー

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

３日㈫
９：30～11：45

ホーマック㈱十和田店
13：00～16：00

８日㈰
10：00～11：45

イオンスーパーセンター十和田店
13：00～16：00

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒など気
がかりのある人、家族

６月１日㈬
14：00～15：00
※30日㈪まで要予約 保健センター

問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住の人

12日㈭
９：30～・13：15～
※10日㈫まで要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安があ
る 65歳以上の人、家族

18日㈬
14：00～15：30
※13日㈮まで要予約

市役所新館３階会議室Ｃ
問高齢介護課
☎516720

◆療育相談
首すわり、おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さんの家族

25日㈬※要予約
継続の人
▶９：30～10：30
新規の人
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般の人

10日㈫・17日㈫※要予約
13：00～13：30

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望する人

18日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みの人

19日㈭
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般の人

10日㈫・17日㈫※要予約
13：30～14：30

上十三保健所
問☎㉓8450

◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

10日㈫
12：00～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成26年 11月生まれの幼児

18日㈬※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆２歳児発達健診
平成25年 11月生まれの幼児

19日㈭※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆３歳児健診
平成24年 11月生まれの幼児

17日㈫
12：00～12：45

◆パパ・ママ教室
妊婦とその家族、妊娠・出
産・育児の心構え、赤ちゃん
ふれあい、調理実習

13日㈮
12：30～13：00
※６日までに要予約

◆子どものこころの相談
小・中・高校生

12日㈭14：00～
※６日までに要予約

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は１歳６か月児健
　診時に母子健康手帳に挟めて配布しています。
※３歳児健診は３歳６か月児が対象です。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
※駐車場は、近隣の有料駐車場をご利用ください。
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　集団方式（早朝健診・婦人科健診）の日程は、
学区や地区ごとに割り振りをしていますが、自
動的に申し込みにはなりません。
　まだ申し込みをしていない人や日程などの確
認・変更を希望される人はご連絡ください。
▶３月29日以降に申し込みをした人で、日程な
　どを確認していない人は、お問い合わせくだ
　さい。
▶協会けんぽ・共済組合・健保組合などの被扶養
　者（40歳以上）の人の特定健診の申し込みは、
　青森県総合健診センター☎017-741-2336に
　なります。

健康診査は申し込みましたか？

問健康増進課健康管理係☎516790

対象
　市内に住所のある次のいずれかの人
①妊娠を予定される女性、その夫および同居家族
②抗体価の低い妊婦の夫および同居家族
助成内容　
①風しん抗体検査費用
②風しんまたは麻しん風しん混合ワクチン接種
　費用
※抗体検査を受けて、十分な抗体価がなかった
　場合に予防接種を行います。
　申し込み方法など詳細はお問い合わせくださ
　い。

成人の風しん抗体検査と予防接種
費用を助成します

問健康増進課健康管理係☎516790

　健診は「受けた後」がとても重要です。
　「結果表のどこに注目すればいい？」「この
検査で何が分かるの？」そんな日頃の疑問を解
決し、これからの健康管理に役立てる秘訣につ
いて学びましょう。
「健康とわだポイントラリーPART３」対象講座です。

第１回さわやか健康講座
健診センター医師が教えます！
「健診結果」の活用ポイント

とき　６月２日㈭　午後１時30分～３時
　※受け付けは午後１時からです。
ところ　保健センター
講師　市立中央病院　健診センター
　　　室長　髙井哲

てつし

史医師
申込期限　５月26日㈭

問健康増進課健康づくり推進係☎516791

ダー



　市民文化センターで、春の全国交通安全運動の一環と
して、十和田地区交通安全総決起大会が開催され、十和
田地区交通安全母の会など約 280人が参加しました。
　十和田地区交通安全協会の田島一史会長は「自分自身
で交通ルールを守っているか再確認し、交通事故のない
安全・安心のまちづくりの第一歩としましょう」と参加
者に呼び掛け、最後に、㈱みどりの荻沢美

み き

稀さんが参加
者を代表して、交通安全宣言を行いました。

あなたも参加　わたしもやります　“交通安全”

十和田地区交通安全総決起大会
４
５

古川遙
はるま

真くんと山﨑彩
あやり

里ちゃん（ともに南小１年）が、
事故にあわない誓いの言葉を元気よく宣言しました

　『発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期支援研
究事業運営協議会』の高木守雄副会長（ちとせ小学校校長）
と高松純一副会長（西小学校校長）が教育委員会を訪れ、
『通常学級に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒に
対する早期支援のためのパンフレット』が完成したこと
を米田教育長に報告し、パンフレットを 500 部贈呈しま
した。このパンフレットは、各学校や幼稚園、保育園の
先生へ配布する予定です。

スタートは気付きから

発達障害の可能性のある児童らを早期支援

パンフレットを贈呈した高木副会長（ちとせ小学校校
長・写真左）と米田教育長（写真右）

４
14

　十和田湖遊覧船運行開始セレモニーが、十和田湖観光
交流センター「ぷらっと」で開催され、関係者約 40 人
が出席しました。
　主催者の十和田観光電鉄の白

しろいし

石鉄
て つ え も ん

右エ門代表取締役は、
「十和田湖が国立公園指定 80周年を迎える今年、若者た
ちが十和田湖を元気にするさまざまなイベントを企画し
ています。遊覧船も最大限に協力して、官民一体となっ
て十和田湖を活性化していきたい」とあいさつしました。

湖上から新緑の絶景を楽しもう

十和田湖遊覧船運行スタート

初日はあいにく波浪のため全便が欠航。観光客のニーズに応え
ようと意気込む白石代表取締役（写真左）とガイドの皆さん

　市は、中心商店街に高齢者が気軽に参加できる集いの
場を設け、介護予防に関する知識の普及や体力づくり、
介護相談に応じるため、市民交流プラザ「トワーレ」で、
『トワーレ de いきいき交流会』をスタートさせました。
　この日の参加者は 14人。在宅介護支援センター職員か
ら指導を受け、ストレッチ体操や筋力向上体操、口腔体
操、レクリエーションなどの介護予防運動を行いました。
　交流会は毎週金曜日、年間 48 回開催する予定です。

中心街に集い介護予防の健康づくり

トワーレ deいきいき交流会

参加者は「ハイハイハイ！」と大声を出しながら手指を
動かすなど、笑いとともに心地よい汗を流しました

４
15

４
15

春はイベント目白押し♪
十和田市ブログ駒の里 検索
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☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先
※費用の記載がない
　ものは無料です。

土・日曜日および祝日は閉庁

❖お知らせの表記

市役所代表
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政
策
財
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
６
月
１
日

現
在
で
平
成
28
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
全
国
全
て
の
事
業

所
や
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
調
査

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
書
類
は
、
調
査
員
ま
た
は
郵
送
に

　

よ
り
５
月
末
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
推
奨
し

　

て
い
ま
す
。

▼
調
査
の
回
答
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
り

　

適
正
に
管
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
利
用
目

　

的
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り

　

ま
せ
ん
。

■
第
２
次
十
和
田
市
総
合
計
画
「
基
本
構

　

想
（
原
案
）」
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

　

だ
さ
い

　

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
総
合
的
・
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
行

政
計
画
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実

施
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
構

想
の
計
画
期
間
は
平
成
29
年
度
か
ら
38
年

度
の
10
カ
年
で
、
目
指
す
ま
ち
の
将
来
都

長
寿
祝
金
が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
を
見
据

え
て
長
寿
祝
金
を
見
直
し
ま
す
。
今
後
は

こ
の
事
業
に
加
え
て
、
運
動
習
慣
の
定
着

化
や
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
に
向
け
た
事

業
を
実
施
し
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健

康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
健
康
長
寿
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
満
88
歳　

顕
彰
状
と
記
念
品
（
経
過
措

　

置
と
し
て
平
成
27
年
９
月
２
日
〜
28
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
満
88
歳
と
な
る
人
は

　

祝
金
１
万
円
贈
呈
）

▼
満
99
歳　

顕
彰
状
と
祝
金
10
万
円

問
高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
０　
　
　
　

７
月
１
日
か
ら
①
中
央
駐
車
場
②
北
園
駐

車
場
③
西
二
番
町
駐
車
場
④
中
央
病
院
駐

車
場
の
利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す

▼
①
〜
③
共
通
（
24
時
間
利
用
可
）

　

普
通
自
動
車
等　

２
０
０
円

※
③
西
二
番
町
駐
車
場　

　

定
員
11
〜
29
人
以
下
の
バ
ス　

４
１
０
円

※
利
用
時
間
は
現
代
美
術
館
の
開
館
時
間

　

内
に
限
り
ま
す
。

④
中
央
病
院
駐
車
場　

　

１
日
１
回
２
０
０
円

　

定
期
駐
車
券
１
枚　

１
６
０
０
円

（
定
期
駐
車
券
は
入
院
患
者
の
家
族
専
用
）

問
管
財
課
☎
51
６
７
０
７

　

中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

▼
医
師　

弘
前
大
学
医
学
部
派
遣
医
師

■
健
康
づ
く
り
を
た
の
し
も
う
！

　
「
健
康
と
わ
だ
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
Ｐ
Ａ

　

Ｒ
Ｔ
３
」
が
始
ま
り
ま
す

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の
各
種
健

康
検
査
受
診
や
健
康
講
座
に
参
加
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
を

集
め
る
と
市
内
運
動
施
設
無
料
利
用
券
な

ど
の
「
参
加
賞
」
と
交
換
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
と
５
０
０
円
相

当
の
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
（
詳
細
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

対
象　

平
成
28
年
度
20
歳
以
上
の
人

参
加
賞
の
応
募
と
引
換
期
間　

　

７
月
４
日
㈪
〜
平
成
29
年
２
月
28
日
㈮

問
健
康
増
進
課
☎
51
６
７
９
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

　

既
存
の
住
宅
性
能
向
上
な
ど
の
た
め
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
既
存
住
宅　

新
築
を
除
く
一
戸
建
て

　

住
宅

助
成
条
件　

住
宅
性
能
向
上
を
満
た
す
次

　

の
い
ず
れ
か
の
改
修
工
事

　

①
耐
震
性
能
②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能　

　

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
④
克
雪
性
能　

　

⑤
防
災
性
能

助
成
額　

耐
震
性
能
向
上
は
総
工
事
費
の

　

20
％
（
上
限
60
万
円
）、
そ
れ
以
外
は

　

10
％
（
上
限
20
万
円
）

問
都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
８

市
像
や
基
本
理
念
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
示
す
も
の
で
す
。
基
本
構
想
原
案
に
対

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
言

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
20
日
㈮
ま
で

提
出
方
法　

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
政
策
財
政

　

課
に
設
置
の
冊
子
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
政
策
財
政
課
☎
51
６
７
１
０　
　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉔
９
６
１
６
、
メ
ー
ル
・  

　

seisakuzaisei@
city.tow

ada.lg.jp

電
力
小
売
自
由
化
に
伴
う
セ
ミ
ナ
ー

　

４
月
か
ら
電
力
小
売
全
面
自
由
化
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
一
般
家

庭
を
含
む
全
て
の
人
が
現
在
契
約
し
て
い

る
電
力
会
社
を
含
む
、
多
様
な
小
売
業
者

か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン

ト
や
留
意
点
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と
き　

５
月
24
日
㈫　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

東
北
電
力
十
和
田
営
業
所

申
込
期
限　

５
月
12
日
㈭

問
市
消
費
者
の
会（
市
外
郭
団
体
事
務
室
）

　

☎
51
６
７
８
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉓
５
５
７
１

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
５
月
か
ら
十
和
田
湖
診
療
所
の

　

診
療
日
・
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す

診
療
日　

毎
週
月
・
木
・
金
曜
日

診
療
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
お
よ

　

び
午
後
１
時
〜
４
時

　

※
５
月
２
日
は
午
後
１
時
〜
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軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

■
軽
自
動
車
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
し

　

ま
す

　

軽
自
動
車
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

は
障
害
の
程
度
、
所
有
者
、
使
用
状
況
な

ど
に
よ
り
減
免
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人

は
収
納
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件　

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

　

手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
が
車
を
運

　

転
す
る
場
合
②
こ
れ
ら
の
手
帳
、
療
育

　
（
愛
護
）
手
帳
、
精
神
障
碍
者
保
健
福

　

祉
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
の
た
め

　

に
、
生
計
を
共
に
す
る
人
や
常
時
介
護

　

者
が
運
転
す
る
場
合

申
請
期
間　

５
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

持
参
す
る
物　

▼
車
検
証
▼
身
体
障
害
者

　

手
帳
な
ど
の
手
帳
▼
運
転
者
の
免
許
証

　

▼
申
請
者
印
鑑
▼
納
税
通
知
書

※
②
の
場
合
は
こ
の
他
に
生
計
同
一
証
明

　

書
か
常
時
介
護
証
明
書
（
生
活
福
祉
課

　

で
交
付
）

※
普
通
自
動
車
と
重
複
し
て
の
減
免
申
請

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
収
納
課
☎
51
６
７
６
０

■
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車

税
の
税
率
が
、
次
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま

し
た
。　

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
税
率
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎
51
６
７
６
５

水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８

年
以
内
に
交
換
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
が
発
行
す
る
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
委
託
業
者
が
、
作
業
の
た

め
５
月
中
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
敷
地
内

に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
立
ち
会

い
不
要
）。
不
在
時
で
も
作
業
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
課
☎
㉕
４
５
１
５

　種別（主なもの）

右欄の重課税率Ⓒ適用対象前 初度検査年月から
14 年を経過した月
の属する年度以後初度検査年月が

平成 27年３月以前
初度検査年月が
平成 27年４月以後

税率Ⓐ 税率Ⓑ 重課税率Ⓒ

四輪 /乗用 /自家用 7,200 円 10,800 円 12,000 円

四輪 /貨物 /自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

▶三輪以上の軽自動車

種別 税率

原動機付
自転車

50㏄以下 2,000 円
50㏄超
90㏄以下 2,000 円

90㏄超
125 ㏄以下 2,400 円

ミニカー 3,700 円
二輪の
軽自動車

125㏄超
250 ㏄以下 3,600 円

二輪の
小型自動車 250㏄超 6,000 円

▶原動機付自転車、
　二輪の軽自動車・小型自動車

　種別（主なもの）
電気自動車

H17排ガス基準75％低減達成の
ガソリン車・ハイブリット車

乗用 貨物用 乗用 貨物用

H32燃費基準
＋ 20％達成

H27燃費基準
＋ 35％達成

H32燃費
基準達成

H27燃費基準
＋ 15％達成

軽課税率（1） 軽課税率（2） 軽課税率（3）

四輪 /乗用 /自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

四輪 /貨物 /自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

※初度検査年月…自動車検査証に記載
※重課税率Ⓒは平成 28年度においては初度検査年月が平成 14年以前のものに適用
※平成 28年度には、一部の軽自動車に下表の軽課税率が適用

▶今年度の特例として、初度検査年月が平成 27年４月～平成 28年３月までの三輪
　以上の軽自動車のうち一定の環境性能を有するものに軽課税率が適用されます。

【有料広告欄】　　総務課広報男女参画係☎51 6702

《お気軽にご相談ください》
弁護士法人　青空と大地　
《青森県弁護士会所属》

代表弁護士　橋本明広
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,000 円（税別）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17 時 30 分）
http://www.aozora-daichi.com

いずみ法律事務所 弁護士　鈴木　陽大

離婚、相続、不動産
交通事故、債務整理
その他、様々な法的なお悩みについて
法律問題の専門家である弁護士にご相談を

☆初回３０分法律相談料無料
℡ ０１７６－５８－６５５８
青森県十和田市西一番町１７番６号　２階
http://izumi-law.sakura.ne.jp

弁護士　花生　耕子
青森県弁護士会所属



固定資産税の納税通知書をご確認ください　住宅用地は税負担が軽減されます

　住宅やアパートが建っている土地
（住宅用地）は、特例制度により税負
担が軽減されます。
※店舗、工場などが建っている土地
　や空き地は対象となりません。

問税務課土地係☎51 6768

0000 － 0

区
分

所　　在　　地　　番
内訳

建　　築　　年 標準額 ( 円 )
棟番 順次

課税面積 ( ㎡ ) 本年度評価額 ( 円 ) 特例 登記地目又は種類 標準額 ( 円 )

土
地
西十二番町 157

500.00 7,500,000 住宅用地 　宅地

平成 28年度　固定資産税・都市計画

納税通知書の 4枚目の課税明細書をご確認ください。
住宅用地の特例制度が適用されている土地には「住宅用地」と記載があります。
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介
護
支
援
員
（
非
常
勤
職
員
）
募
集

対
象

▼
介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
福
祉
士

▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
し
、
パ

　

ソ
コ
ン
操
作
で
き
る
人

勤
務
場
所　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

な
ど

業
務
内
容　

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
、
総

　

合
相
談
、
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ

　

ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
な
ど

募
集
人
員　

１
人

勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　
　

　

シ
フ
ト
勤
務
も
あ
り

月
額
報
酬　

17
万
９
３
０
０
円

　
（
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
）　

面
接
試
験　

５
月
20
日
㈮
、
午
後
２
時　

　

市
役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
顔

　

写
真
貼
付
）、
資
格
を
有
す
る
こ
と
を

　

証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
自
動
車
運
転

　

免
許
証
の
両
面
の
写
し

受
付
期
間　

５
月
１
日
㈰
〜
18
日
㈬　
　

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

申
込
み
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

問
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
70
３
６
７
１

各
選
挙
期
日
前
投
票
立
会
人
募
集

　

応
募
さ
れ
た
人
を
登
録
し
、
そ
の
中
か

ら
選
挙
が
あ
る
ご
と
に
期
日
前
投
票
立
会

人
を
選
任
し
ま
す
（
選
任
さ
れ
た
人
は
別

途
通
知
）。

対
象　

本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

　

て
特
定
候
補
者
に
関
係
の
な
い
人

立
会
日
時　

期
日
前
投
票
期
間
中
の
数
日
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

立
会
場
所　

期
日
前
投
票
所
（
市
役
所
、

　

十
和
田
湖
ふ
る
さ
と
皆
館
、
市
民
交
流

　

プ
ラ
ザ
「
ト
ワ
ー
レ
」、
イ
オ
ン
ス
ー

　

パ
ー
セ
ン
タ
ー
十
和
田
店
）

報
酬　

日
額
９
千
円

申
し
込
み
方
法　

持
参
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、

※
郵
送
は
〒
０
３
４
‐
８
６
１
５
（
住
所

　

記
載
不
要
）、
申
込
書
は
事
務
局
で
配

　

布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

十
和
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
監

視
員
募
集

対
象　

18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

業
務
内
容　

▼
監
視
▼
清
掃
▼
受
け
付
け

　

▼
環
境
整
備
な
ど

雇
用
期
間　

６
月
11
日
㈯
〜
９
月
11
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

募
集
人
員　

７
人
程
度

※
７
・
８
月
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９

　

時
15
分
の
シ
フ
ト
制

賃
金　

日
給
６
４
０
０
円（
週
１
〜
２
日
）

申
込
期
限　

５
月
22
日
㈰
ま
で

申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の

　

に
顔
写
真
添
付
）
を
総
合
体
育
セ
ン　

　

タ
ー
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験　

５
月
24
日
㈫
午
前
９
時
〜
、

　

２
階
研
修
室

問
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
㉕
８
２
８
２

男
女
共
同
参
画
市
民
情
報
誌
「
ゆ
っ
パ

ル
」
編
集
委
員
募
集

対
象　

市
内
在
住
で
男
女
共
同
参
画
に
興

　

味
が
あ
る
人

内
容　

市
民
情
報
紙
の
企
画
・
編
集

募
集
人
員　

６
人　

任
期　

平
成
29
年
３
月
31
日

謝
礼
金　

１
人
１
万
円
（
年
間
）

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
方
法　

次
の
①
〜
⑤
を
明
記
し

た
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
、　

フ
ァ
ク

　

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
年
齢
③
住
所

　

④
連
絡
先
⑤
応
募
理
由
４
０
０
字
程
度

※
⑤
に
つ
い
て
は
未
経
験
者
の
み

※
提
出
し
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

選
考
結
果
は
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

※
過
去
の
「
ゆ
っ
パ
ル
」
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
広
報
男
女
参
画
係

　

〒
０
３
４
‐
８
６
１
５
（
住
所
記
載
不
要
）

　

☎
51
６
７
０
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
５
１
０
０
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食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

家
族
や
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

栄
養
・
食
生
活
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
２
日
㈭
、
28
日
㈫
、
７
月
３

　

日
㈰
、
15
日
㈮
、
26
日
㈫
、
８
月
３
日

　

㈬
（
全
６
回
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

▼
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
未

　

満
の
人
で
全
日
程
受
講
可
能
な
人
▼
講

　

座
終
了
後
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
と

　

し
て
活
動
で
き
る
人

定
員　

30
人

講
座
内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
、
食
育
、

　

食
品
衛
生
、
料
理
実
習
な
ど

費
用　

テ
キ
ス
ト
代
１
２
０
０
円
程
度　

　
（
食
材
費
別
）

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈮

問
健
康
増
進
課
☎
51
６
７
９
１

十
和
田
湖
公
民
館
講
座　

■
伝
統
工
芸
講
座
『
裂
き
織
教
室
』

　

先
人
の
知
恵
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
３
日
㈮
〜
28
日
㈫
、
毎
週　

　

火
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

定
員　

10
人
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈮（
初
心
者
歓
迎
）

問
十
和
田
湖
公
民
館
☎
72
２
１
０
２

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
か
ら
の
募
集

■
十
和
田
市
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
出

　

演
者
募
集

と
き　

８
月
21
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
音
楽
に
関

　

係
す
る
高
校
、
大
学
（
短
大
を
含
む
）、

　

専
門
学
校
に
在
学
中
ま
た
は
卒
業
後
お

　

お
む
ね
５
年
程
度
の
人

定
員　

10
人
程
度

演
目　

声
楽
・
楽
器

出
演
料　

無
料
（
旅
費
、
伴
奏
者
へ
の
謝

　

礼
な
ど
は
出
演
者
の
負
担
）

申
し
込
み
方
法　

出
演
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

　

フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
第
三
ス
テ
ー
ジ
利

　

用
団
体
募
集

　

大
ホ
ー
ル
、
生
涯
学
習
ホ
ー
ル
以
外
の

研
修
室
な
ど
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象　

市
内
で
芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て

　

い
る
団
体
・
個
人

募
集
団
体　

５
団
体
以
内

貸
出
期
間　

１
団
体
に
つ
き
、
連
続
し
た

　

２
日
間

※
期
間
内
に
準
備
、
本
番
を
行
う
こ
と

選
考
方
法　

審
査
を
行
い
、
利
用
の
可
否

　

決
定
し
ま
す
。

◆
い
ず
れ
も

募
集
期
限　

５
月
31
日
㈫

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
３

平成 28年度自衛官募集
自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所☎53 1346

募集種目 一般幹部候補生
（一般・飛行）

自衛官候補生
（男子）

応募資格
平成29年４月１日現在
22歳以上 26歳（修士課程
修了者は28歳）未満の人

採用予定月の１日現在
18歳以上27歳未満の人

受付期間 ３月１日㈫～５月６日㈮ ５月 18 日㈬～６月 10 日㈮

試験期日

５月 14 日㈯　筆記試験
５月 15 日㈰
　筆記式操縦適性検査
　（飛行要員のみ）

６月 18 日㈯
　筆記試験、口述試験、
　適性検査、身体検査

試験場所 別途連絡します 青森駐屯地
八戸駐屯地

「
と
わ
だ
生
涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

取
り
組
み
団
体
の
募
集

　

地
域
に
よ
る
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
、
高
齢
者
自
身
に
よ
る
日
常
生
活
支

援
活
動
な
ど
の
立
ち
上
げ
、
拡
充
を
行
う
地

域
団
体
を
募
集
し
ま
す
。（
審
査
で
決
定
）

活
動
内
容　

①
生
活
支
援
型
（
買
い
物
・

　

ゴ
ミ
出
し
・
通
院
な
ど
の
外
出
支
援
）

　

②
生
き
が
い
対
応
型
（
社
会
参
加
・
交

　

流
の
場
の
確
保
）
③
介
護
予
防
・
健
康

　

づ
く
り
型
（
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
）

※
活
動
は
１
年
以
上
で
月
複
数
回
以
上

募
集
数　

８
団
体（
団
体
構
成
は
５
人
以
上
）

助
成
額　

１
団
体
10
万
円（
翌
年
〜
７
万
円
）

応
募
受
付　

５
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈪

事
業
実
施
期
間　

７
月
〜
平
成
29
年
３
月

問
高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
０

【有料広告欄】　　総務課広報男女参画係☎51 6702
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【有料広告欄】　　総務課広報男女参画係☎51 6702

社
会
福
祉
の
講
座
・
研
修
受
講
生
募
集

■
手
話
講
習
会

　

あ
い
さ
つ
や
指
文
字
な
ど
日
常
生
活
使

用
の
手
話
単
語
学
習
で
初
心
者
向
け
。

と
き　

５
月
18
日
〜
７
月
20
日
（
毎
週
水

　

曜
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

15
人
程
度

費
用　

９
７
２
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■
福
祉
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
研
修

　

学
校
や
地
域
で
福
祉
教
育
の
指
導
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
活
動
に
必
要
な
知
識

や
車
イ
ス
利
用
者
・
視
覚
障
害
者
へ
の
介

助
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と
き　

６
月
９
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

定
員　

20
人

持
ち
物　

昼
食
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
期
限　

６
月
１
日
㈬

■
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

　

手
話
で
日
常
生
活
の
会
話
が
で
き
る
程

度
の
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
で
す
。
初
心
者
の
人
も
ど
う
ぞ
。
手
話

の
基
本
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。　

と
き　

６
月
１
日
〜
10
月
19
日
（
毎
週
水

　

曜
日
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象　

18
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人
程
度

費
用　

３
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　

５
月
17
日
㈫
必
着

◆
い
ず
れ
も

と
こ
ろ　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ「
ト
ワ
ー
レ
」

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
９
９
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

㉓
３
２
２
７

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

と
き　

７
月
７
日
㈭
〜
８
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

十
和
田
消
防
庁
舎

定
員　

先
着
80
人

受
講
料　

４
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
講
手
続
き　

各
消
防
署
に
あ
る
申
込
書

　

に
記
入
の
上
、
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え
て

　

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間　

▼
市
ま
た
は
六
戸
町
の
事
業
所
に
勤
務
・

　

居
住
し
て
い
る
人
は
、
６
月
６
日
〜
10
日

▼
全
て
の
人
６
月
13
日
〜
14
日

　
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
）

問
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

☎
㉕
４
１
１
３

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
第
１
期

と
き　

５
月
18
日
〜
７
月
20
日

　
（
毎
週
水
曜
日
）

　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象　

①
18
歳
以
上
の
男
女
（
学
生
を
除

　

く
）
②
シ
ニ
ア
女
性
（
概
ね
60
歳
以
上
）

内
容　

各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ

定
員　

①
②
各
35
人
（
先
着
順
）

費
用　

65
歳
未
満
２
５
０
０
円
、
65
歳
以

　

上
１
８
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
５
日
㈷
〜
16
日
㈪

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

問
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
㉕
５
５
５
５

十
和
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員
養
成
講
座

　

子
育
て
中
の
人
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、

お
子
さ
ん
を
預
か
っ
た
り
、
保
育
施
設
な

ど
へ
迎
え
に
行
っ
た
り
す
る
支
援
会
員
を

養
成
す
る
講
座
で
す
。　

と
き　

６
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ゼ
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

定
員　

15
人

費
用　

２
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
十
和
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

　

ン
タ
ー
☎
㉕
０
４
４
１

東
公
民
館
放
課
後
子
ど
も
教
室

（
子
ど
も
茶
道
教
室
）
参
加
者
募
集

と
き　

６
月
〜
平
成
29
年
２
月

　

毎
月
２
回
、
主
に
第
１
・
第
３
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

東
公
民
館

対
象　

市
内
の
小
学
３
〜
６
年
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

茶
道
の
作
法
入
門

持
ち
物　

白
ソ
ッ
ク
ス
、
ハ
ン
カ
チ
、
伊

　

達
締
め

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮

※
保
護
者
の
送
迎
が
必
須
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
８

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
貸金業者が倒産する前に、善は急げ！まずはお電話ください。

①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

借金のご相談 無料　任意整理…１社２万５千円

②金利が 25パーセント前後だった。

ご相談はお電話で
ご予約ください。☎0176-51-4317
http://www.acacia-forest.jp
〒034-0082 青森県十和田市西二番町８-４（十和田市現代美術館駐車場隣）

。

アカシアの森法律事務所 検 索

①大手消費
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太
素
祭
「
太
素
塚
イ
ベ
ン
ト
」

　

太
素
塚
は
稲
生
川
を
引
い
て
郷
土
を
開

拓
し
た
開
祖
・
新
渡
戸
傳
の
墓
所
で
す
。

建
立
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
に
、
参
拝
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

５
月
３
日
〜
５
日　

午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
（
４
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

太
素
塚
お
よ
び
特
設
テ
ン
ト

▼
太
素
塚
市
民
参
拝
受
付　

開
拓
者
た
ち

　

の
御
霊
を
ま
つ
る
「
顕
彰
堂
」
を
開
け

　

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
太
素
顕
彰
会
）。

▼
武
士
道
カ
フ
ェ　

新
渡
戸
稲
造
オ
リ
ジ

　

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
コ
ー
ヒ
ー
、ケ
ー
キ
、

　

限
定
グ
ッ
ズ
販
売

▼
開
拓
の
祖
パ
ネ
ル
展　

三
本
木
原
の
農

　

業
開
拓
者
た
ち
の
歴
史
を
紹
介

▼
そ
の
他　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
茜
ぞ
め
・

ピ
ザ
づ
く
り
体
験
な
ど
（
材
料
費
別
途
）

問
共
創
郷
土
事
務
局
・
角
田

　

☎
０
８
０
・
５
５
７
８
・
５
９
３
９

宝
く
じ
文
化
公
演

「
高
嶋
ち
さ
子
ピ
ア
ノ
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」

と
き
と
き　

７
月
2727
日
㈬
日
㈬

　

午
後
６
時

　

午
後
６
時
3030
分
開
演（
開
場
午
後
６
時
）

分
開
演（
開
場
午
後
６
時
）

と
こ
ろ

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

出
演
出
演　

高
嶋
ち
さ
子
・「
男
組
」

　

高
嶋
ち
さ
子
・「
男
組
」

入
場
料

入
場
料　

前
売
り
１
５
０
０
円
（
当
日　

　

前
売
り
１
５
０
０
円
（
当
日　

　

２
千
円
）、

　

２
千
円
）、
※
宝
く
じ
助
成
特
別
料
金

※
宝
く
じ
助
成
特
別
料
金

チ
ケ
ッ
ト
販
売

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

５
月

　

５
月
2020
日
㈮　
日
㈮　

　

午
前

　

午
前
1010
時
〜
（

時
〜
（
全
席
指
定
）

全
席
指
定
）

販
売
場
所

販
売
場
所　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
イ
オ

　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
イ
オ

　

ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
十
和
田
店
ほ
か

　

ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
十
和
田
店
ほ
か

主
催　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
３

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
交
通
安
全
・
防

犯
大
会
」（
会
員
増
強
）

　

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
の
演
奏

な
ど
が
あ
り
ま
す
。多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
26
日
㈭　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

☎
㉕
８
６
３
３

駒
っ
こ
ラ
ン
ド

■
称
徳
館
特
別
展「
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
展
」

　

の「
親
子
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
体
験
教
室
」

　

黒
板
に
鮮
や
か
な
色
の
チ
ョ
ー
ク
で
描

く
楽
し
い
体
験
教
室
で
す
。

と
き　

５
月
15
日
㈰

　

①
午
前
11
時
②
午
後
１
時

と
こ
ろ　

馬
事
公
苑
称
徳
館

対
象　

親
子
（
大
人
だ
け
で
も
可
）

費
用　

千
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

５
月
14
日
㈯
ま
で

問
馬
事
公
苑
称
徳
館
☎
㉖
２
１
０
０

現
代
美
術
館

■
特
別
企
画
展
『
シ
ン
シ
ア
リ
ー
・
ユ
ア
ー
ズ

　

〜
親
愛
な
る
あ
な
た
の
大
宮
エ
リ
ー
よ
り
』

　

脚
本
家
、
Ｃ
Ｍ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
映
画

監
督
な
ど
多
彩
な
活
動
家
の
大
宮
エ
リ
ー

さ
ん
の
絵
画
、ド
ロ
ー
イ
ン
グ
個
展
で
す
。

と
き　

５
月
28
日
㈯
〜
９
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

観
覧
料　

一
般
６
０
０
円

　

高
校
生
以
下
無
料

※
２
日
㈪
臨
時
開
館
、
10
日
㈫
は
市
民
無

　

料
デ
ー
、
16
日
㈰
〜
20
日
㈮
は
メ
ン
テ

　

ナ
ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館

問
現
代
美
術
館
☎
⑳
１
１
２
７

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
部
陽
一
氏
講
演

　

カ
メ
ラ
マ
ン
の
仕
事
を
通
し
て
政
界
情

勢
や
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
「
感
謝
・
あ

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
わ
だ
開
催

　

オ
ー
ナ
ー
自
慢
の
花
壇
を
鑑
賞
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
回
は
23
カ
所
の
花
壇
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間　

５
月
１
日
㈰
〜
10
月
31
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

観
賞
方
法　

市
都
市
整
備
建
築
課
や
公
民

　

館
な
ど
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

を
参
照
し
、
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
観

　

賞
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
花
壇
に

　

は
目
印
の
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」　
「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ

　

Ｅ
」
の
看
板
を
設
置
。

問
都
市
整
備
建
築
課
☎
㉕
４
５
１
５

た
り
ま
え
の
幸
せ
」
を
講
演
し
ま
す
。

と
き　

６
月
５
日
㈰　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
十
和
田
青
年
会
議
所

　

☎
㉓
１
９
５
８
・
㉕
２
４
６
４

【有料広告欄】　　総務課広報男女参画係☎51 6702

福祉の里は子育てにやさし
い企業に認定されました。  
人にやさしく、皆様に安心の
サービスを提供いたします。

No.2897-ISO9001



　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホームページをご覧ください。

なぎなた体験会参加者募集 
　初心者、ジュニア、シニア大歓迎。
楽しみながら心と体の健康づくりを。
とき　５月 21 日㈯
　　　午前 10 時～正午
ところ　志道館
※当日受け付けします。どなたでも
　動きやすい服装でお越しください。
申問十和田市なぎなた協会
　　小林☎㉒ 5550

　　　　
十和田市民

グラウンド・ゴルフ 大会
とき　５月 23 日㈪　
　　　午前８時 30 分～正午
ところ　市陸上競技場
持ち物　クラブ、ボール、マーカー
※貸し出しもあります。
定員 170 人
参加料　500 円
申込期限　５月 13 日㈮
申十和田市グラウンド・ゴルフ
　協会 ･山崎☎㉕ 2407

北海道新幹線開通記念
第３回奥入瀬ガイドウォーク
　新緑の奥入瀬をガイドといっしょに
歩きましょう。
とき　５月 29 日㈰　
　　　午前９時～午後１時
ところ　奥入瀬渓流
　　　　（石ケ戸～子ノ口、約９㎞）
定員　30 人（抽選）
持ち物　飲み物、雨具、バス代（帰路
　　　　子ノ口～石ケ戸）
対象　中学生以上
申込期限　５月 26 日㈮まで
申問十和田湖・奥入瀬観光ボランティ
　　アの会　FAXのみ72 2642

十和田ママさんソフト
テニスクラブ部員募集

とき　５月６日㈮ ～ 
　　　・毎週火・金曜日
　　　　午前 10 時～午後１時
　　　・毎週土曜日　午前10時～正午
ところ　市営庭球場〈三本木中隣り〉
　　　　（冬季は体育センター）
年会費　7,000 円
持ち物　テニスシューズ、ラケット
申問十和田ママさんソストテニス
　　クラブ・小川☎FAX㉔ 2983

ソフトテニスを楽しみませんか
とき　５月２日㈪～ 10 月 22 日㈯　
　　　午後５時～７時（週３回程度）
ところ　サン・スポーツランド　
対象　小学３～６年生
定員　10 人
持ち物　ラケット、テニスシューズ
費用　8,000 円（保険代、登録代）
申問十和田 STC・宮腰
　　☎ 090-7066-0819

サークル〈桜・葉桜・姥桜〉手づくり展
　七宝焼、粘土工芸、押し花、和紙・
布の工芸品、キルトなどの作品展示、
一部販売、制作体験を行います。 
とき　５月 21 日㈯～ 22 日㈰
　　　午前９時～午後４時
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
申問七宝クラブ・高橋
　　☎ FAX㉓ 4978

「さつきカップ」
パークゴルフ大会

　腕試しの場、交流を深めるために
気軽にご参加ください。
とき　５月 15 日㈰　
　　　午前８時30分～
ところ　高森山総合運動公園
　　　　パークゴルフ場
対象　18 歳以上
定員　150 人
費用　1,000 円（コース使用料含）
持ち物　パークゴルフ用具
　　　（有料貸出あり）
申込期限　５月８日㈰まで
申問ＮＰＯ法人十和田市サッカー協会
　　☎ FAX⑳ 6100

市民ナイターソフトボール
リーグ戦大会参加チーム募集
とき　５月中旬～ 10 月下旬
　（開会式６月 10 日㈮、午後６時 30
　分、雨天時は市民体育センター）
ところ　南運動広場
費用　16,000 円（１チーム）
申込期限　５月 16 日㈪まで
持ち物　タオル、スポーツドリンク
申問佐々木スポーツ店☎㉓ 2449

　
少林寺拳法教室

　護身錬胆、精神修養、健康増進の三
徳を備えた少林寺拳法体験教室です。
とき　５月 25 日㈬、26 日㈭、31 日㈫、
　　　６月１日㈬、２日㈭
　　　午後７時～８時
ところ　志道館　
対象　小学１年生 ～一般
定員　10 人
持ち物　タオル、スポーツドリンク
申問十和田市少林寺拳法協会
　　☎ 090-2986-9192

エコヘルス講座（10回連続講座）
　真の豊かさを求めて、食農、医療、
環境に関する専門家による講座で、月
２回程度で 10 回開催します。
とき　５月 28 日㈯　午後２時～４時
ところ　市民文化センター
定員　40 人
費用　登録料 5,000 円（資料代込）
申問 NPO法人八甲田自然塾・新屋敷
　　☎ FAX㉗ 5022
　　メール aray@hakkoda-jyuku.com

ノルディックウォーク講座
　ポールを使った有酸素運動で、運
動不足解消、生活習慣病予防に効果
的です。
とき　５月 13 日㈮、15 日㈰　
　　　午前９時 10 分～午後３時
ところ　南公民館
定員　各 20 人
持ち物　運動靴、昼食（ポールは　
　　　無料で貸します）
申込方法　ハガキに住所、氏名、連
　絡先、参加日を記入し５月９日㈪
　まで申込みを（電話申込みは不可）。
（〒 034-0088 市内西十四番町 33-15）
　問山田いわお☎㉒ 5558申
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＜＞…開始時間

5 月の市民無料相談

その他の催し内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

2 日㈪・16日㈪
２日は十和田湖支所同時開催
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

13 日㈮・27日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

25 日㈬　午後１時～４時
※ 18 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

19 日㈭　午後１時～３時
※ 12 日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）　
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

12 日㈭　
午後１時～３時
※ 1週間前までに要予約 

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

11日㈬　午前10時～午後４時
※要予約

◆法テラス青森（法律相談）
借金・離婚・労働問題などの相談
※資力基準に該当する人

10 日㈫・24日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

17 日㈫
（予約があった場合に開催）
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口
9日㈪～ 13日㈮
23日㈪～ 27日㈮
30日㈪～ 6月 3日㈮
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問健康増進課☎516790

１日㈰ 佐藤内科クリニック☎㉕2888
３日㈫ 十和田第一病院☎㉒5511

　４日㈬　　 えとクリニック☎㉕2525
　５日㈭　　 藤井産婦人科医院☎㉒5588
８日㈰ 石川医院☎㉓2114
15日㈰ 藤原内科☎㉔0770
22日㈰ 十和田産婦人科内科クリニック☎㉓7777
29日㈰ かわむらクリニック☎⑳1505

休日当番医

とき　午後５時 30 分～８時　　ところ　収納課
※本館北側職員通用口からお入りください
　（午後６時以降は正面玄関から入れません）。
問収納課☎51 6761
市税などの口座振替案内
　あなたが指定する市内の金融機関口座から振替納
付ができますので利用してください（年金天引きの
市県民税除く）。
▶手続場所　収納課、十和田湖支所、市内金融機関
▶持参する物　納税通知書、通帳・届出印
問収納課☎516762

出張年金相談
　日本年金機構八戸年金事務所では５月から月１回の出張年
金相談を開設します。相談日の２日前までに八戸年金事務所
へ申し込みをしてください。
◆とき　５月～平成 29 年３月　午前 10 時～午後３時
　（毎月第４金曜日、12 月は第４木曜日）
　５月 27 日、６月 24 日、７月 22 日、８月 26 日、９月 23 日、
　10 月 28 日、11 月 25 日、12 月 22 日、平成 29 年１月 27 日、
　２月 24 日、３月 24 日
　※５月以外は『その他の催し』へ掲載します。
◆ところ　市役所本館２階会議室
◆予約申し込み　午前８人、午後 12 人（完全予約制です。）
◆相談日に持参するもの
　本人確認できるもの、相談対象者の年金番号が分かるもの、
　代理人が相談するときは委任状。
問八戸年金事務所お客様相談室☎017843 7368
　　市民課国民年金係☎516753　

介護保険料未納者は早めの納付を
　平成 26・27 年度の保険料を納めていない人は、
早めに納付してください。納付が困難な状況に
ある人には納付相談を実施していますので、早
めに来庁ください。
　納付期限内に納付約束を行えば、督促手数料
や延滞金が加算されずにすみます。
問高齢介護課☎51 6721

ところ　まちづくり支援課市民相談室
まちづくり支援課☎51 6777

１㈰

▶青森国際写真集団　写真展
　～市民文化センター
　（問青森国際写真集団☎㉒5428 佐藤）（～31日）
▶夢の花道　若手花形座長第競演<11：00>
　～市民文化センター
（指定席2,500円、自由席2,000円※当日券500円増）
　（問早乙女清次郎・佐々木☎㉓4917）

７㈯ ▶紙しばい倶楽部とわだ読み聞かせ　<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

11㈬
▶おしゃべりサロン「クローバー」<①10：00②13：30>
　～市保健センター
　（問傾聴サロンとわだ☎090－2796－0999 黒子）

14㈯

▶話しのサロン・こころの広場「ルピナス」<10：00>
　～十和田市勤労青少年ホーム（問市保健センター☎516791）
（28日も開催）

▶語りの会・こま草読み聞かせ「おはなしのゆうびんやさん」
　<①10：30②14：00>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）（28日も開催）

21㈯
▼わっこの会読み聞かせ<10：30>～市民図書館

　（問市民図書館☎㉓7808）

▶三本木高校吹奏楽部第45回定期演奏会<18：00>
　～市民文化センター（500円）
　（問三本木高校☎㉓4181）

22㈰

▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防署
　（対象：中学生以上の市民）（問十和田消防署☎㉕4115）

▶桂 文我独演会<18：00>
　～市民文化センター（大人3,000円、中・高生2,000円）
　（問桂 文我の落語を聴く会・西野☎㉓3238）

▶十和田市茶道協会　春の茶会<10：00>
　～市民文化センター（二席1,000円）
　（問十和田市茶道協会☎㉒6026 玉掛）

26㈭
▶十和田市老人クラブ連合会　交通安全・防犯大会<13：00>
　～市民文化センター
　（問十和田市老人クラブ連合会☎㉕8633））

27㈮ ▶写真展「10人の眼」<10：00>～市民文化センター(～29日)
　（問写真展「10人の眼」☎㉓7879 東）



　

現
在
十
和
田
湖
公
民
館
で
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
る
小
笠
原
さ
ん
は
、
バ
ン
ド
活

動
を
行
う
き
っ
か
け
を
次
の
よ
う
に
話
し

ま
す
。

「
20
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
青
少
年
ホ
ー
ム

で
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
十
和
田
ブ
ラ
ス

愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
て
愛
好
会

に
入
り
ま
し
た
。
当
時
は
社
交
ダ
ン
ス
が

花
盛
り
で
、
ダ
ン
ス
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
が

主
な
演
奏
活
動
で
し
た
」　

　

小
笠
原
さ
ん
が
社
交
ダ
ン
ス
の
バ
ッ
ク

バ
ン
ド
演
奏
を
行
っ
て
い
た
昭
和
の
終
わ

り
か
ら
平
成
に
か
け
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

団
体
が
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し

た
時
代
で
し
た
。
声
の
掛
か
っ
た
パ
ー

テ
ィ
は
、
青
少
年
ホ
ー
ム
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
、
農
協
青
年
部
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、

民
間
会
社
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、
市
役
所

職
員
組
合
青
年
婦
人
部
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

な
ど
と
い
い
ま
す
。

「
う
ち
の
バ
ン
ド
は
13
人
ほ
ど
の
編
成
で
、

楽
器
は
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、
ギ
タ
ー
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
。
演
奏
曲

は
ジ
ル
バ
や
マ
ン
ボ
、
タ
ン
ゴ
、
ル
ン
バ
。

１
ス
テ
ー
ジ
10
曲
で
、
そ
れ
を
２
ス
テ
ー

ジ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
晩
に
20
曲
演

奏
す
る
の
は
若
い
時
代
で
な
い
と
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
」
と
話
す
小
笠
原
さ
ん
。

　

メ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
年
を
重
ね
50
〜

60
代
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
お

や
じ
バ
ン
ド
」
。
小
笠
原
さ
ん
は
奥
瀬
字

とわだびと

－ 第21回 －

 小
お が さ わ ら

笠原 城
じ ょ う じ

司 さん

「中学３年生のときエレキギターの流行にのって仲間とバ
ンドを組んだが、エレキギターの演奏は音が大きかったの
で先生にステージ発表させてもらえなかった」と苦笑い。
　その後、郵便局勤務のかたわら十和田湖公民館を練習会
場に演奏活動を行い、公民館まつりでは実行委員会委員長
も務めた。

PROFILE

小
沢
口
の
出
身
。
十
和
田
市
と
合
併
後
、

十
和
田
湖
公
民
館
職
員
の
勧
め
も
あ
り
、

公
民
館
活
性
化
の
た
め
十
和
田
湖
公
民
館

に
練
習
会
場
を
移
し
、
バ
ン
ド
名
を
「
と

わ
だ
音
楽
愛
好
会
」
と
改
称
し
て
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
ま

つ
り
は
利
用
団
体
が
実
行
委
員
会
を
結
成

し
て
行
う
「
市
民
参
加
型
の
ま
つ
り
」
と

な
っ
た
た
め
、
ま
つ
り
の
実
行
委
員
長
も

務
め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

「
中
心
と
な
っ
て
音
響
、
司
会
、
進
行
な

ど
を
行
っ
て
い
た
の
が
、
沢
田
地
区
の
新

舞
踊
の
『
沢
田
舞
悠
会
（
新
屋
敷
京
子
代

表
）
』
の
皆
さ
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
皆

さ
ん
は
ス
テ
ー
ジ
で
新
舞
踊
や
モ
ダ
ン
ダ

ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
た
く
さ
ん
発
表

し
な
が
ら
の
進
行
で
す
。
彼
ら
の
力
は
大

き
か
っ
た
で
す
ね
。
ス
テ
ー
ジ
進
行
の
プ

ロ
で
し
た
。
現
在
は
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
が

法
奥
小
学
校
へ
移
っ
た
た
め
、
こ
こ
数
年

公
民
館
側
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
『
沢
田

舞
悠
会
』
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
小
笠
原
さ
ん
。

　

小
笠
原
さ
ん
の
担
当
楽
器
は
ベ
ー
ス
ギ

タ
ー
。
十
和
田
湖
公
民
館
ま
つ
り
で
は
毎

年
最
後
の
ト
リ
を
演
奏
し
ま
す
。
演
目
は

演
歌
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
。
最
後

の
曲
で
は
ス
テ
ー
ジ
に
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
や

舞
踊
の
皆
さ
ん
が
大
勢
登
場
し
、
踊
り
な

が
ら
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
と
い
い
ま
す
。

「
高
齢
に
な
っ
て
も
好
き
な
公
民
館
で
演

奏
活
動
を
し
た
い
で
す
ね
」
と
小
笠
原
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

演奏は高齢者になっても続けたい
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大好きな公民館で
　　花が咲く

 とわだ音楽愛好会リーダー



人口と世帯 平成28年３月末現在　※（　）内は前月比

■人口/63,011人（ー353人）男/30,140人（ー196人）女/32,871人（－157人）
■世帯数/27,176世帯（－76世帯）

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

　三本木小学校の式場では、福
ふくじゅ

寿邦彦校長が「すばらしい１年生になる
ためには、命を大切にすること。元気で学校へ通うこと」と、約束事を
呼びかけると、新１年生は「ハイ」と大きな声で答えました。

三本木小学校三本木小学校

　十和田中学校では、鳥谷部敦
あつ お

生校長が「授業
を大切にすること。思いやりと感謝の心を持つ
こと。自分自身を磨き鍛えるために積極的な行
動を起こすこと」と呼びかけました。

心踊る、緊張の入学式心踊る、緊張の入学式

十和田中学校十和田中学校

11 33

44

22

11「さあ、式場に行きましょう」と先生が新入生をご案内
22「おめでとう。新しいクラスはこちらですよ」と、笑顔で迎えます
33　　校長先生のお話しの最中…「あれ！親はどこにいるのかな？」
44♪１年生にな～ったら友達たくさんできるかな♪と大きな声で合唱です

11 22

11  「「好きな英語とバスケットをがんばりたい」好きな英語とバスケットをがんばりたい」
　　と新入生代表の小田桐と新入生代表の小田桐梨梨

り さり さ

沙沙さんさん
22「学校には体力づくりと清掃を行うハッスル「学校には体力づくりと清掃を行うハッスル
　　タイムがあります」と生徒会長の工藤タイムがあります」と生徒会長の工藤陸陸

りくりく

さんさん
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